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教養科目における

西洋音楽史・民族音楽学・日本音楽史の相乗効果ナ

武内恵美子＊

秋田大学教育文化学部

本論は，教養科目でｌ授業の中で西洋音楽史と民族音楽学の両方を扱うことで生じる学

習意欲の相乗効果，およびそれが日本音楽史の学習にどのように影響するのかを検討した

ものである．

筆者は教養科目において,芸術と文化I,芸術緒文化Ⅱという音楽の科目を担当している．

当該授業において，芸術と文化Iでは日本音楽史を，芸術と文化Ⅱでは西洋音楽史と民族

音楽学を扱っている．通年で日本音楽史・西洋音楽史・民族音楽学が学べるように設定し

ている．ｌ授業内で西洋音楽史と民族音楽学を扱うことは稀であるため，受講生への質問

紙調査に基づき統計分析によってその効果について考察した

その結果，ｌ授業内で西洋音楽史と民族音楽学を学ぶことで，学生は相乗効果を感じて

いることが明らかになった．さらに，それにより，教師側からの意識付けがなくても日本

音楽史に対する関心や学習意欲が高まることが判明した．

キーワード：教養科目，西洋音楽史，民族音楽学，Ｒ本音楽史

はじめに

筆者は秋田大学の教養基礎教育において「芸術と

文化Ⅱ」’という授業名で音楽に関する授業を行っ

ている．いわゆる大学の一般教養科目に属するも

のである．筆者は当該授業で，西洋音楽史2と民族

音楽学3を組み合わせた内容を展開している．教養

科目で音楽の授業を行うことは珍しいことではない

が，一般的には西洋音楽史・民族音楽学・日本音楽

史等，音楽学分野における音楽史または音楽文化の

1種類を扱い，１つの授業の中でそれらを組み合わ

せて展開することは，オムニバスとして複数の教員

が携わる形でならあり得るが，１人の教員で構成す

ることはおそらくあまりないのではないかと推測す

る4．

2013年２月１５日受理
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筆者は前期に「芸術と文化Ｉ」において日本音楽

史5を，後期に「芸術と文化Ⅱ」において西洋音楽

史と民族音楽学を扱っている．それぞれ半期15回の

授業である．授業は分割されているが，１年を通し

て両授業を受講することで，日本音楽史・西洋音楽

史・民族音楽学（諸民族の音楽文化）の各分野の概

略を学べるように設定している．

両授業ともに出席表にコメント欄（以後コメント

シートと表記）を設け，感想・意見・質問等の記入

をさせている．数年来この形式で授業を実施してき

た過程で,受講学生によるコメントシートの記述が，

西洋音楽史や民族音楽学等，あるいはその内容につ

いて等，ひとつの単元やジャンルにとらわれないよ

うな視野の広がりを感じられる内容が散見されるよ

うになった．そこで，第一に，ｌ授業の中で西洋音

楽史と民族音楽学の両立をすることでどのような認

識が生じているのか，第二に１年を通して日本音楽

史・西洋音楽史・民族音楽学の授業を行うことで，

どのような相乗効果が見られるのかについて検討し

考察を試みることにした．
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教養教育における音楽に関する論文としては，西

江秀三の「音楽をかたるなどとは～教養教育として

の音楽～」６，同じく西江秀三の「モーツァルトな

んて言ったって－教養教育としての音楽一」７，小

島千かの「大学の教養教育における「音楽」と「美

術｣の連携一音楽の視覚化を中心に－」8等があるが，

少数である．また，内容的には，西江の論考は西洋

音楽史のlジャンルを扱っているものであり，西洋

音楽史以外との組み合わせ等を検討したものではな

い．一方，小島の研究は美術との連携という，複合

教科の考察であり，その視点は大変興味深いが，音

楽ジャンルにおける複合というものではない．以上

のことから，本論で問題とする音楽分野内の複数

ジャンルを扱う場合の相乗効果についての先行研究

は管見に入らなかった．本論では，これまで研究さ

れていない音楽ジャンルの相乗効果について考察を

行っていくことにする．

１．授業概要

先述の通り，筆者が担当している科目は「芸術と

文化Ｉ」および｢芸術と文化Ⅱ」の2科目である．「芸

術と文化Ｉ」は日本の音楽文化と副題を付けている

ように日本音楽史概説であり，１５回で古代から現代

に至る日本音楽の概要を辿る内容である．現存して

いる音楽文化のみならず，すでに廃れてしまった音

楽についても扱っている．「芸術と文化Ⅱ」は世界

の音楽文化と副題を付けており，西洋音楽史と民族

音楽学の概説を15回の中で扱う．内訳はl～8回まで

が西洋音楽史で，古代ギリシャから，中世・ルネサ

ンス・バロック・近代（古典派・ロマン派）・ポス

トロマン派・現代の，いわゆる西洋の芸術音楽（ク

ラシック音楽）の歴史を辿り，９～15回が民族音楽

学概論として，「世界の音楽を学ぶために」という

導入の講義の後，東南アジア･南アジア･西アジア・

アフリカ・ヨーロッパの民族音楽・南北アメリカ・

オセアニア・東アジアの各地域の特徴的な音楽文化

の概要を事例として扱っている．

授業の目的は「現在世界の音楽文化の基準となっ

ている西洋音楽の歴史と，世界の音楽を学ぶことに

よって，国際的な視野に立った音楽文化の判断がで

きるようになることを目指す.」であり，到達目標

は「世界の代表的な音楽文化の特徴を理解し聞き分

けることができるようになる．また音楽文化を優劣

なく判断・評価できるようになる.」としている．
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カリキュラム上の位置づけとしては「世界中の音楽

についての知識を幅広く身に付けることで教養とし

ての音楽と柔軟な姿勢と判断能力を培う．」として

いる．

一般的には，先述の通り，西洋音楽史のみ，ある

いは民族音楽学入門として諸民族の音楽を，それぞ

れ個別に扱う方法が採られる．しかし筆者は，教養

教育の一環として音楽を扱う際に，日本と西洋とい

う地域だけでは世界の音楽を学んだことにならない

こと，また，民族音楽学を扱わないことで，普段聞

き慣れない諸民族の音楽に対する姿勢を養えない状

態のまま教養教育を終えることは好ましいことでは

ないと考えた．しかし，もうｌ科目を設置すること

は難しいため，西洋音楽史と民族音楽学を同一科目

内で学ぶという授業を設定した．

世界の音楽については，高校までの段階で多少は

学習しているが，時数や教材等様々な要因から，体

系的に学習していることが一般的であるとは想定で

きない．また，現在の日本の音楽文化や教育環境で

は，諸民族の音楽といっても西洋音楽に形態が相似

している比較的聞きやすい音楽が好まれ，自分たち

の認識概念から大きく外れる音楽について正当な評

価ができない，あるいは判断基準を持たない学生が

多いのではないかと考える．したがって，初回のガ

イダンス時に「世界の音楽を学ぶために」として，

音楽のとらえ方，諸民族の音楽に対する姿勢につい

ての概要を講義し，何故西洋音楽史と民族音楽学を

学ぶべきなのかということを説明している．

当該授業は全学開講であり，筆者所属の教育文化

学部のみならず，工学資源学部，医学部の学生も受

講しているただし，今回の研究の対象とした平成

24年度後期開講の「芸術と文化Ⅱ」は教育文化学部

および工学資源学部の学生のみ受講し，医学部の学

生は受講していない．

２．調査の概要

本研究のために，「芸術と文化Ⅱ」受講者に対し，

無記名による質問紙調査を実施した．本調査に先立

ち，質問紙の内容および分量について，適切である

かを判断するために，学内外2名に対し予備調査を

実施した．その際指摘を受けた文言や質問順等を改

訂し，当該授業としては13回目にあたる平成24年１

月16日（水）５限9の授業時間中に調査を実施した．

調査の手順としては，授業開始前に質問紙を対象者
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全員に配布し，提出場所を設け同日の授業終了後に

回収した．

質問紙の内容は，無記名ではあるが，学部･学年・

性別・国籍の他，音楽経験・音楽の噌好・授業選択

の理由等，基本事項について１４問，授業前後での音

楽噌好や知識の変化認識について16問，１２回目の授

業（アフリカの音楽及びヨーロッパの民族音楽，調

査日の１回前の授業）及び'3回目の授業（ヨーロッ

パの民族音楽及び北アメリカの音楽，調査日当日に

実施した授業）について14問，授業の方向性・「芸

術と文化Ｉ」との関連等について16問の合計60問で

ある．基本事項の質問を除いて，授業に関する質問

についてはすべて5段階のＳＤ法を使用した．

調査対象は，芸術と文化Ⅱ受講生のうち，１３回目

の授業を受講した学生全員とした．本授業の登録者

数は226名，質問紙回答数は140件であり，回答率は

約669％であった．うち1件はほぼ白紙であったた

め除外し，139件を分析対象とした内訳は，工学

資源学部の学生が75名,教育文化学部の学生が62名，

そのうち学校教育課程の学生が21名，地域科学課程

の学生が13名，国際言語文化課程の学生が24名，人

間環境課程の学生が4名（欠損値2）であった．学校

教育課程の学生のうち，音楽を専攻していると回答

した学生は5名であった性別は，女性が53名，男

性が86名，学年は1年生が111名，２年生が14名，３年

生が9名,４年生が4名（欠損値l）である．（表l参照）

回答者の音楽噌好について5段階評価で調査した

ところ，ｌ（とても好き）が80名で約57.6％，２（や

や好き）が39名で約28.1％，３（普通）が１８名で約

129％，４（あま-,二好きではない）が2名で約1.4％，

５（嫌い）は0名であった．回答者の約857％が音楽

を好んでいることがわかる．当該授業の受講理由に

ついては，「Ａ音楽が好きだから」という質問に対

し，ｌ（そう思う）と回答した者が57名で約410％，

２（やや思う）が60名で約43.2％であり，音楽が好

きであることが受講理由であるとしている者が全

体の約842％に当たる．さらに，受講理由を詳細に

質問したところ，「Ｂクラシック音楽に興味がある

から」に対して，ｌ（そう思う）と回答した者が４０

名で約28.8％，２（やや思う）と回答した者が59名

で約42.4％であり，約71.2％が選択理由として考え

ていることがわかった．また，「Ｃ世界の音楽に興

味があるから」に対して１（そう思う）と回答した

者は38名で約27.3％，２（やや思う）と回答した者
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は53名で約381％であり，累計で約654％であった．

このように,受講生の大多数は音楽を好み,クラシッ

ク音楽や枇界の音楽に関心を持っていることがわ

かった．ただし，「Ｈ先輩／友人／先生に勧められ

た」に対し，ｌ（そう思う），２（ややそう思う）と

回答した者は80名で約57.6％，「I・単位が取りやすそ

う」に対し，ｌ（そう思う），２（やや思う）と答え

た者は89名で約64％，「』（取りやすい時間帯)」に

対しては67名,約48.2％が１（そう思う）または２（や

や思う）を選択していることから，必ずしも音楽噌

好だけが受講理由ではないことも伺えた.（表2参照）

音楽噌好に対し普通から否定的な選択をした者の多

くがH，１，Ｊでlまたは2を選択している場合が多い．

したがって，必ずしも音楽に興味関心がない学生も

一定数含まれていることがわかる．

３．質問紙調査による西洋音楽噌好傾向分析

続いて，西洋音楽の噌好を調査してみると，「15．

授業受講前からクラシック音楽を聴いていたか」と

いう質問に対し，ｌ（そう思う），２（やや思う）の

合計は85名であり，約61.2％が西洋音楽を比較的聴

いていることが判明した．次に，受講前の知識の有

無を質問したところ，受講前からある程度西洋音楽

史を知っていたと答えた者（l及び2の選択者）は３８

名，約27.3％に留まった．日頃西洋音楽を聴く機会

あるいは習慣があっても，音楽史を意識的に学ぶ，

あるいは知識が身についているとは考えていないよ

うである．一方受講後に知識が深まったかを聞いた

ところ,120名,約86.4％が１（そう思う）ないし２（や

や思う）と回答した.さらに受講することでクラシッ

ク音楽への抵抗感が軽減したかという質問に対して

は，９９名，約71.2％が１（そう思う）ないし２（やや

思う）と回答していた．このことから，受講前には

知識として認識できていなかった西洋音楽史を，本

授業を受講することで身に付け，さらにそれが抵抗

感の軽減につながったと考えている者が7割以上存

在していることがわかった．（表3参照）

続いて,上記質問項目の関連性について検討した．

まずは以前からの鑑賞（問15,以下項目説明後の括

弧内の数字は質問番号）と受講後の知識（１７）をク

ロス集計し，カイ２乗検定を行ったところ，この2つ

の質問項目は0.1％水準で，関係がないという帰無

仮説が棄却された．したがって以前から西洋音楽を

聴いていた学生は，受講後の知識の習得感をより強
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<感じていることがわかる．（表4参照）

また，受講理由Ｂ（クラシックに興味がある）と受

講後の知識（17）について同様にクロス集計および

カイ２乗検定を実施したところ，こちらも０．１％水準

で帰無仮説が棄却された．西洋音楽に興味を持って

いる学生は知識の習得感も実感していることがわか

る．（表5参照）

次に受講前後での知識の変化をどのように感じた

かについて，問16と17をクロス集計によりカイ２乗

検定を行ったところ，同様に０１％水準で帰無仮説

が棄却された．すなわち，以前からある程度知識を

有していた学生の方が受講後の知識の習得感を感じ

ることができたことがわかる．（表6参照）

受講後の知識（17）とクラシック音楽への抵抗感

の軽減（19）についても同様にクロス集計後カイ２

乗検定を実施したところ，やはり0.1％水準で帰無

仮説が棄却された．このことから，知識の習得感が

音楽に対する抵抗感を軽減すると認識していること

がわかる．（表7参照）

以上のことから，以前から興味を持ち鑑賞してい

たり，知識を有していた学生の方が，受講後の知識

の習得感を強く感じる傾向があることが判明した．

４．質問紙調査による世界の諸民族の音楽噌好傾向

分析

世界の諸民族の音楽に対してはどのように考えて

いるかを同様に調査した．受講前からある程度民族

音楽を鑑賞していたと回答した者（l及び2）は合計

30名約21.6％であり，さらに受講以前の知識につい

て聞いたところ，ある程度知識があると回答した者

(l及び2選択者）は29名約20.8％とどちらも回答者

全体の2割程度であり，西洋音楽と比較するとかな

りなじみが薄いことがわかる．

一方，授業後の知識の習得感について尋ねたとこ

ろ，ｌ（そう思う）または２（やや思う）と回答した

者が118名約849％であり64.1ポイントも上昇したこ

とがわかる．さらに抵抗感の軽減について聞いてみ

ると１（そう思う）または２（やや思う）と回答した

者は98名約70.5％であり，知識が深まったことで抵

抗感が軽減される効果が見られる．

続いて「26．授業後により広い視野で音楽を認識

できるようになったか」という質問を設定したとこ

ろ,ｌ（そう思う）と回答した者は50名約36.0％,２（や

や思う）と回答した者は70名約50.4％で，全体の約
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86.4％がより広い視野を持てるようになったと感じ

ていることがわかる．さらに，「27．授業を受けて

以前より音楽が好きになったか」という質問には，

ｌ（そう思う）が67名約48.2％，２（やや思う）が５１

名約367％で，全体の約849％が知識を身に付ける

ことでより音楽を好きだと感じるようになったこと

がわかる．（表8参照）

これらを受けて，以前から鑑賞の習慣があること

(20）と受講後の知識の習得感(22）をクロス集計し，

カイ２乗検定を行ったところ，０１％水準で帰無仮説

が棄却された．（表9参照）また受講理由Ｃ（世界の

音楽に興味がある）と受講後の知識の習得感（22）

について，同様にクロス集計後カイ２乗検定を実施

したところ,0.1％水準で帰無仮説が棄却された．（表

１０参照）このことから，西洋音楽と同様に，以前か

ら興味があり，あるいは鑑賞をしていた学生は，受

講による知識の習得感を感じる傾向が強いことがわ

かる．

次に，受講前後での知識の変化についてクロス集

計およびカイ２乗検定を実施したところ，５％水準で

帰無仮説が棄却された．（表１１参照）多少ばらつき

があるものの，知識を有している方がその習得感も

感じられているようである．さらに，受講後の知識

の習得感（22）と抵抗感の軽減（24）についてク

ロス集計後カイ２乗検定を行ったところ，０．１％水準

で帰無仮説が棄却された．（表12参照）このことか

ら，知識を深められたと感じるほど，民族音楽への

抵抗感が軽減することがわかった．また知識の習得

感（22）と以前より音楽が好きになったか（27）に

ついてクロス集計後カイ２乗検定を行ったところ，

０．１％水準で帰無仮説が棄却された．（表13参照）

以上のことから,世界の諸民族の音楽に関しても，

以前から興味を持ち，鑑賞している，あるいは多少

の知識を有している学生は，受講後の知識の習得感

をより強く感じ，さらにその音楽が好きになると感

じる傾向が強いことが判明した．

５．西洋音楽史と民族音楽学の相乗効果

以上の分析から，西洋音楽史・民族音楽学への関

心は，授業を受け知識を付けることでそれぞれ深め

られ，さらに関心を持つことができるようになるこ

とが判明した．それでは，この2種類の音楽文化を１

つの授業で扱うことでどのような効果が得られるの

であろうか．
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それを分析するために，「45．授業の前半で西洋

クラシックの歴史を学習したことは，後半の民族音

楽を学習する上で役に立っていると思いますか」と

いいう質問項目を設けた回答の度数分布は１（そ

う思う）が37名，約26.6％，２（やや思う）が61名，

約43.9％で，約70.5％が多少なりとも役になってい

ると感じていることがわかった．一方で４（あまり

思わない）は4名，約2.9％，５（思わない）は2名，

約1.4％で，そう感じられない者は合計しても５％に

も満たないことも判明した．（表14参照）

続いて，どのような考えの者がそのような効果を

感じているのかを知るために，グループ平均比較を

行った．

その結果，受講理由Ａ（音楽が好き)，Ｂ（西洋音

楽に興味がある)，Ｃ（民族音楽に興味がある）と

45との関係は，どれも有意確率０１％未満で帰無仮

説が棄却され，相乗効果の感じ方にはグループ間で

差があることが判明した．（表１５．表１６・表17参照）

つまり，受講理由で音楽噌好や興味を強く示した方

が，西洋音楽史と民族音楽学の学習における相乗効

果の感じ方が強くなるということを示している．そ

れは西洋音楽史，民族音楽学のどちらの関心にも当

てはまることから，一方の音楽のみが優勢となるわ

けではないこともわかる．

続いて，西洋音楽史に関する項目との比較を行っ

てみると，「16．受講前から西洋音楽史を知ってい

た｣，「17．受講後に知識が深まった｣，「１８受講後

によりクラシックが好きになった｣，「19．クラシッ

クへの抵抗感が軽減した」の全ての項目において，

0.1％水準でグループ間に差が見られた（表１８．表

１９・表２０．表21参照）つまり，西洋音楽史の興味関

心や知識があることを意識しているほど，西洋音楽

史と民族音楽学の学習には相乗効果があると感じて

いるということになる

一方，民族音楽学関係の質問項目との平均比較を

行ってみると,「２２受講後民族音楽の知識は深まっ

た｣,「23.受講後民族音楽がより好きになった｣,「24．

受講後民族音楽への抵抗感が軽減した」の項目にお

いて，グループ間に差が見られた．（表２２．表２３．

表24参照）つまり，民族音楽の授業受講後に知識が

深まったり，好きになったりし，抵抗感が軽減する

ことを意識しているほど，西洋音楽史と民族音楽学

の学習には相乗効果があると感じているということ

になる．しかし，「21．受講前から民族音楽につい

第35号2013年

ての知識がある」「１５．受講前からクラシック音楽

を鑑賞している」「19．受講前から民族音楽を鑑賞

している」の項目については，５％水準でもグルー

プ間に差が見られなかった．（表25･表26．表27参照）

ここからは，民族音楽学についての授業を受ける前

の状態は，授業を受けた後に西洋音楽史と民族音楽

学の相乗効果を感じることにあまり関係はしないと

いうことになる．同様に，受講前にクラシック音楽

を聴くという習慣は，受講後の西洋音楽史と民族音

楽学の相乗効果にはあまり影響がないといえる．つ

まり，西洋音楽も諸民族の音楽も，鑑賞をしている

程度では受講後の知識変化の実感に大きな相違を生

じる要因にならないこと，民族については受講前の

知識についても同様であるということであり，受講

を機に変化するということを表していると考えられ

る．

同様に，学部や学年，性別によって，そのような

感じ方に差が生じるかを分散分析およびt検定（性

別）にて検討した．その結果，学部，学年，性別の

どれもが5％水準でも帰無仮説が棄却できず，差が

ないという結果となった．（表28参照）つまり，所

属や学年，男女の別によって認識の相違が見られる

わけではないこともわかった．

以上のことから，西洋音楽史と民族音楽学の相乗

効果を感じることは，学部や学年・性別，ならびに

受講前の鑑賞の態度や知識の有無とはあまり大きな

関係はなく，受講によって決定される要素が大きい

こと，それは諸民族の音楽に関する関心が強い者だ

けでなく，西洋音楽に関心を持つ者でも感じること，

その関心が強いほど相乗効果を感じやすいというこ

とが判明した．

６．西洋音楽史・民族音楽学・日本音楽史の相乗効

果

上記のように，授業によって西洋音楽史と民族音

楽学の学習に相乗効果が得られることが判明したた

め，続いて西洋音楽史・民族音楽学と日本音楽史の

相乗効果について検討したい．

筆者は先述の通り，前期に「芸術と文化Ｉ」とい

う科目において日本音楽史を開講しているため，芸

術と文化Ⅱにおいては，日本の音楽について詳しく

触れることはしていない．１５回目の授業の単元であ

る東アジアの音楽の中で，そこに含まれる地域とし

て日本のアイヌの音楽について紹介する程度であ
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る．しかし，本質問紙調査実施回は１３回目の授業

であるため，また当該授業を実施しておらず，また

シラバスには東アジアの音楽文化と記載しているも

のの，日本（アイヌ）の音楽を紹介することは触れ

ていない．したがって，「芸術と文化Ⅱ」の授業で

日本の音楽文化を扱うことについて，質問紙調査段

階では学生は知らないはずである．また質問紙調査

までに実施した授業の中では日本の音楽についての

言及もしておらず，諸民族の音楽と日本の音楽を結

合させるような意識付けは教員側からは行っていな

い．その状態で，「52．この授業を受けて，日本の

音楽についても知りたいと思いましたか」「53．日

本の音楽について知っておいた方がよいと思いまし

たか」「54．日本の音楽について学習しようと思い

ましたか」「55．日本の音楽を学習することは必要

だと思いますか」「56．日本の音楽は世界の音楽の

一部だと思いますか」という５項目を用意し，調査

した．

５２に関しては，ｌ（そう思う），２（やや思う）と

答えた者が106名，約76.3％，５３は同様に98名，約

70.5％，５４は同じく８３名，約59.7％，５５はl及び2の

合計が102名，約73.4％，５６は122名，約87.7％であ

り，５４を除いて他は7割から8割の回答率になってい

る．（表29参照）このことから，あえて日本につい

て授業内で触れていないにもかかわらず，西洋音楽

史・民族音楽学の授業を展開することで，８割前後

の学生が自発的に日本の音楽について意識するよう

になっていることがわかる．

これらの項目について，西洋音楽史と民族音楽学

の相乗効果（45）との関係を明らかにするためにク

ロス集計によるカイ２乗検定を実施した．結果とし

ては，全項目が，0.1％水準で帰無仮説を棄却でき，

相互に関係があることがわかった．（表30～34参照）

つまり，西洋音楽史・民族音楽学の相乗効果を強く

感じるほど，日本の音楽への関心や学習意欲を感じ

やすくなり，かつ日本の音楽も世界の音楽の一部で

あると認識できるようになるということになる．

最後に,今年度の前期に実施した「芸術と文化Ｉ」

を受講したと回答した学生39名に対し，「60．芸術

と文化Ｉ（日本の音楽文化）を受講したことは，Ⅱ

(世界の音楽文化）の学習に役立っていますか」と

いう質問をしたところ,ｌ（そう思う）,２（やや思う）

を選択した者が31名,約79.5％存在した．（表35参照）

上記と同様に，その効果を感じる者が8割程度いる

6０

ということは，前期および後期に分割しても，継続

して受講した学生にとっては，相互に関連した学習

として効果を得られる状態であるということができ

よう．

７．結論

以上のことから，本来であればl科目ずつ開講す

るのが一般的である音楽の分野の学習を，１つの授

業の中で行うことで，受講学生にとっては合わせて

考える機会となり，相乗効果を生んでいることが明

らかになった．

日本では，義務教育段階および高校の授業の中で

音楽を学習する際に，表現・鑑賞・創作の各分野を

１年で扱い，かつその内容も西洋・世界の民族・我

が国の伝統的音楽を扱うことになっている．本授業

は教養科目であり，受講者は8割が１年生である．そ

のように考えれば，本授業のような学習体制は大学

入学前の状態と相似しているということもできる．

しかし，大学の授業は，扱う内容が高校時よりはる

かに詳細にかつ専門的になっている．また，質問紙

において中学校および高校の音楽の授業との関連性

を考えているかという点に関する質問を用意した

が，中学校･高校ともに’（そう思う）２（やや思う）

を選択した者は約24％に留まっており，関連性は強

いとは言えなかった．（表36参照）すでに大学入学

後半年以上が経過し，大学の授業に慣れてきた学生

が，自発的に授業を選択し，専門的な内容を学習す

ることを受け入れた上で，さらに自分自身で発展さ

せて考えることができるようになっている証左であ

ると考える．

以上のことから，本授業のように，短期間に内容

を凝縮する形であっても，西洋音楽史と民族音楽学

を1つの授業の中で両立させることは不可能ではな

く，かつ，それによる学生自身の応用力という点で

相乗効果を見ることができ，有効であると結論づけ

ることができた．ただし，この調査は平成24年度の

学生に対して行ったものであり，他年度でも同様の

結果が出るのか，あるいは他大学でも同様の傾向を

示すのかを検討すべきである機会があれば同様の

調査を継続して実施し，この結果が一般化できるの

かを検討してみたい．

’秋田大学教養基礎教育の目的・主題別科目

２一般的な学問分野としての西洋音楽史を指してお
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り，いわゆるクラシック音楽史である．学生には

西洋音楽史とも称しているが，質問紙では理解し

やすいようにクラシックという用語を用いた以

後，質問紙の項目説明においては使用した「クラ

シック（音楽)」を，それ以外の説明の部分では

西洋音楽（史）を用いる．

３学問上では民族音楽学と民族音楽は異なるが，こ

こでは，民族音楽学入門という意味で民族音楽学

という語を用いている．以後，諸民族の音楽を指

す場合には民族音楽，学問体系を指す場合には民

族音楽学と表記する．

４Ｈｐ等，Web上で閲覧．検索できるシラバスを調

査した範囲では，平成25年１月段階では国立大学

ではこのような構成の授業は管見に入らなかっ

た．

５いわゆる伝統音楽としての日本音楽史であり，民

謡等は基本的に扱っていない．

６西江秀三１９９８「音楽を語るなどとは～教養教育

としての音楽～」「秋田大学総合基礎教育研究紀

要』第５集pPl9-26

７西江秀三１９９９「モーツァルトなんて言ったって

－教養教育としての音楽（２）－」「秋田大学教養

基礎教育研究年報」pPlO9-l20

８小島千か２０１１「大学の教養教育における「音楽」

と「美術」の連携一音楽の視覚化を中心に－」『音

楽教育実践ジャーナル』８（２）pp62-69

９本学では5限は１６：１０から１７：４０までである．
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Ｓｕｍｍａｒｙ

Ｔｈｉｓｉｓａｓｔｕｄｙｔｈａｔｉｔｗａｓｅｘaminedthe

synergisticeffectofthehistoryofWesternmusic，

ethnomusicology,andhowitwouldinfluencestudy

ofthehistoryoftheJapanesemusic・

Ｉａｍｔｅａｃｈｉｎｇｔｈｅ“ａｒｔａｎｄｃｕｌｔｕｒｅｌ，，ａｎｄｔｈｅ

“artandcultureⅡ，，inliberalartseducation､Ｔｈｅ

ｃｏｎｔｅｎｔｓｏｆｔｈｅａｒｔａndculturelisthehistoryof

Japanesemusic,ａｎｄｔｈｅａｒｔａｎｄｃｕｌｔｕｒｅⅡisthe

historyofWestemmusic，andethnomusicology・

Ｉｈａｖｅｓｅｔｕｐｓｏｔｈａｔｓｔｕｄｅｎｔｓｃａｎｂｅｌearnedin

anallyear､ＩｔｉｓｒａｒｅｔｏｔｒｅａｔａｈｉｓｔｏｒｙｏｆＷｅｓｔｅｍ

ｍｕｓｉｃａｎｄｅｔｈｎｏｍｕｓｉｃｏｌｏｇｙｂｙｏｎｅlesson・Ｓｏ

ｌａｎａｌｙｚｅｄｔｈｅｅｆｆｅｃｔａｓｔａｔｉｓｔｉｃaｌａｎａｌｙsisof

questionnairesurvey、

Ａｓａｒｅｓｕｌｔ，ｉｔｗａｓｒｅｖｅａｌｅｄｔｈａｔａｓｔｕｄｅｎｔ

ｐｒｏｄｕcedasynergisticeffectbylearningthe

historyofWesternmusicandethnomusicologyin

oneunit・Furtherstudyrevealedthattheycome

tointerestedintheJapanesemusichistoryby

learningthesetwokindsofmusic．

Keywords：liberalartseducation，thehistoryof

Westernmusic，ethnomusicology，the

historyofJapanesemusic

(ReceivedFebruaryl5,2013）
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受講理由

表3．西洋音楽史噌好調査

秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要

性別 度数 パーセント

女性 5３ 38.1

男性 8６ 6１．９

合計 1３９ 100.0

学年 度数 パーセント

１ lｌｌ 79.9

２ 1４ 1０．１

３ ９ 6.5

４ ４ ２９

欠損値 １ .７

合計 1３９ 100.0

受講以前からクラシックを

聴いていたか
度数 パーセント

1．そう思う 4９ 35.3

2.やや思う 3６ 25.9

3.どちらでもない 1０ 7.2

4.あまり思わない 2４ 1７．３

5.思わない 2０ 1４４

合計 1３９ 100.0

受講以前から西洋音楽に対

する知識はあったか
度数 パーセント

1．そう思う ５ 3.6

２やや思う 3３ 23.7

3.どちらでもない 1５ 1０．８

4.あまり思わない 3６ 25.9

5.思わない 5０ 36.0

０
＋
８

二
言
ロ

今
ロ 1３９ 100.0

受講後に西洋音楽史の知識

Iま深まったか
度数 パーセント

1.そう思う 3５ 25.2

2.やや思う 8５ 6１．２

3.どちらでもない 1３ 9.4

4.あまり思わない ３ 2.2

5.思わない ３ ２２

合計 1３９ 100.0

クラシック音楽への抵抗感

|ま軽減したか
度数 パーセント

1．そう思う 4２ 30.2

2.やや思う 5７ 4１０

3.どちらでもない ３１ 22.3

4.あまり思わない ３ ２２

5.思わない ６ 4.3

●
＋
Ｉ

一
言
ロ

今
画 1３９ 100.0

音楽の曙好 度数 パーセント

1．とても好き 8０ 57.6

２やや好き 3９ 2８１

３普通 1８ 1２９

４あまり好きではない ２ 1．４

5.嫌い ０ ､０

合計 1３９ 1０００

受講理由Ａ（音楽が好き） 度数 パーセント

１そう思う 5７ 4１．０

2.やや思う 6０ 432

aどちらでもない 1１ 7.9

４あまり思わない ９ 6.5

５思わない ２ 1．４

合計 1３９ 100.0

受講理由Ｂ

(クラシック音楽に興味がある）
度数 パーセント

1．そう思う 4０ 2８８

２やや思う 5９ 4２４

３どちらでもない 2２ 1５．８

4.あまり思わない 1３ 9.4

5.思わない ５ 3.6

合計 1３９ 1０００

学部 度数 パーセント

工学資源 7５ 5４０

教育（学校教育） 2１ 1５１

教育（地域科学） 1３ 9.4

教育（国際言語文化） 2４ 1７．３

教育（人間環境） ４ 2.9

欠損値 ２ 1．４

合計 1３９ 1０００

教科（学校教育） 度数 パーセント

国語 ３ 1４．３

社会 ３ 1４．３

音楽 ５ 238

その他 ３ 1４．３

欠損値 ７ 33.3

合計 2１ 100.0

受講理由Ｃ

(世界の音楽に興味がある）
度数 パーセント

１そう思う 3８ 27.3

２やや思う 5３ 38.1

3.どちらでもない 3４ 24.5

4.あまり思わない 1０ 7.2

ａ思わない ４ ２９

－
＋
１

番
同
今
ロ 1３９ 1０００

受講理由Ｈ

(先輩/友人/先生に勧められた）
度数 パーセント

そう思う 4６ 33.1

２やや思う 3４ 2４５

ａどちらでもない 2３ 1６．５

４あまり思わない ５ 3.6

5.思わない ３１ 22.3

合計 1３９ 100.0

受講理由』

(取りやすい時間帯だった）
度数 パーセント

そう思う 3５ 25.2

２やや思う 3２ 2３０

3.どちらでもない 1５ 1０．８

４あまり思わない 2７ 1９．４

5.思わない 3０ 2１６

合計 1３９ 100.0
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表４１５クラシック鑑賞習慣と１７受講後の西洋音楽史の知識のクロス表およびカイ２乗検定

１５クラシック鑑賞習慣
１７受溝後の西洋音楽史の知識

1そう思う 2やや思う 3どちらでもない 4あまり思わない 5思わない 合計

1そう思う 2１ 2５ ３ ０ ０ 4９

2やや思う 1１ 2３ １ １ ０ 3６

3どちらでもない １ ５ ４ ０ ０ 1０

4あまり思わない １ 1８ ３ ２ ０ 2４

5思わない １ 1４ ２ ０ ３ 2０

合計 3５ 8５ 1３ ３ ３ 1３９

値 自由度 有意確率（両側）

Pearsonのカイ２乗 53.307
ａ 1６ ､０００

表５受講理由Ｂ（クラシックに興味がある）と１７受講後の西洋音楽史の知織のクロス表およびカイ２乗検定

受講理由Ｂ
１７受溝後の西洋音楽史の知識

1そう思う 2やや思う 3どちらでもない 4あまり思わない 5思わない 合計

1そう思う 2１ 1８ １ ０ ０ 4０

2やや思う 1３ 4３ ２ ０ １ 5９

3どちらでもない １ 1３ ７ ０ １ 2２

4あまり思わない ０ ８ ３ ２ ０ 1３

5思わない ０ ３ ０ １ １ ５

合計 3５ 8５ 1３ ３ ３ 1３９

値 自由度 有意確率（両側）

Pearsonのカイ２乗 7２２８２
ａ 1６ ､０００

表６１６受講前の西洋音楽史の知識と１７受講後の西洋音楽史の知議のクロス表およびカイ２乗検定

16受講前の西洋音楽史の 17受講後の西洋音楽史の知識

知識 1そう思う 2やや思う 3どちらでもない 4あまり思わない 5思わない 合計

1そう思う ４ １ ０ ０ ０ ５

2やや思う 1８ 1４ １ ０ ０ 3３

3どちらでもない ３ ８ ４ ０ ０ 1５

4あまり思わない ７ 2４ ３ ２ ０ 3６

5思わない ３ 3８ ５ １ ３ 5０

合計 3５ 8５ 1３ ３ ３ 1３９

値 自由度 有意確率（両側）

Pearsonのカイ２乗 45.776
ａ 1６ ､０００

表７１９クラシックへの抵抗感と１７受講後の西洋音楽史の知識のクロス表およびカイ２乗検定

１９クラシックへの抵抗感
17受講後の西洋音楽史の知識

1そう思う 2やや思う 3どちらでもない 4あまり思わない 5思わない 合計

1そう思う 2１ 1７ ２ １ １ 4２

2やや思う ９ 3９ ８ １ ０ 5７

3どちらでもない ３ 2４ ３ １ ０ 3１

4あまり思わない １ ２ ０ ０ ０ ３

5思わない １ ３ ０ ０ ２ ６

合計 3５ 8５ 1３ ３ ３ 1３９

値 自由度 有意確率（両側）

Pearsonのカイ２乗 52.920
ａ 1６ ､０００

表8．民族音楽曙好調査

民族音楽鑑賞習慣 度数 パーセント
民族音楽に関する抵抗感

の変化
度数 パーセント

民族音楽に関する受講前

の知織
度数 バーセント

１そう思う 1１ 7９ １そう思う 3３ 2３７ １そう思う ６ ４３

２やや思う 1９ 1３７ ２やや思う 6５ 46.8 ２やや思う 2３ 1６５

aどちらでもない 1１ 7９ ３どちらでもない 3２ 23.0 aどちらでもない 1７ 1２２

４あまり思わない 3６ 2５９ ４あまり思わない ２ １４ ４あまり思わない 4６ 33.1

鼠思わない 6２ 4４６ ５思わない ７ ５０ ５思わない 4７ 3３８

合計 1３９ 100.0 合計 1３９ 100.0 合計 1３９ 100.0

授業後に広い視野で音楽

を認識できる
度数 パーセント

民族音楽に関する受講後

の知識
度数 パーセント

授業を受けて民族音楽が

好きになった
度数 パーセント

１そう思う 5０ 3６０ 1．そう思う 2７ 1９．４ １そう思う 6７ 4８２

２やや思う 7０ 5０４ ２やや思う 9１ 65.5 ２やや思う 5１ 3６７

3.どちらでもない 1５ 1０８ 3.どちらでもない 1３ ９４ aどちらでもない 1７ 1２２

４あまり思わない ２ １４ ４あまり思わない ４ ２９ ４あまり思わない ２ 1．４

５思わない ２ 1．４ 5.思わない ４ ２９ s思わない ２ 1．４

合計 1３９ 100.0 合計 1３９ 100.0 合計 1３９ 100.0
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表９２０民族音楽鑑賞習慣と２２授業後の民族音楽知繊習得感のクロス表およびカイ２乗検定

20民族音楽鑑賞習慣
22授身営後の民族音楽知識習得感

1そう思う 2やや思う 3どちらでもない 4あまり思わない 5思わない 合計

1そう思う ７ ４ ０ ０ ０ 1１

2やや思う ６ 1３ ０ ０ ０ 1９

3どちらでもない ４ ５ ２ ０ ０ 1１

4あまり思わない ５ 2３ ７ １ ０ 3６

5思わない ５ 4６ ４ ３ ４ 6２

合計 2７ 9１ 1３ ４ ４ 1３９

値 自由度 有意確率（両側）

Pearsonのカイ２乗 49.689
ａ 1６ .０００

表１０受講理由Ｃ（民族音楽への興味）と２２授業後の民族音楽知識習得感のクロス表およびカイ２乗検定

受講理由Ｃ(世界の音楽 22授賞嘗後の民族音楽知識１冒得感

への興味） 1そう思う 2やや思う 3どちらでもない 4あまり思わない 5思わない 合計

1そう思う 1７ 2１ ０ ０ ０ 3８

2やや思う ８ 3９ ５ １ ０ 5３

3どちらでもない １ 2２ ７ ３ １ 3４

4あまり思わない ６ １ ０ ２ 1０

5思わない ０ ３ ０ ０ ４

合計 2７ 9１ 1３ ４ ４ 1３９

値 自由度 有意確率（両側）

Pearsonのカイ２乗 5４２６４
ａ 1６ ､０００

表１１２１授業前の民族音楽知議と２２授業後の民族音楽知識習得感のクロス表およびカイ２乗検定

21授業前の民族音楽知 22授身営後の民族音楽知識自得感

識 1そう思う 2やや思う 3どちらでもない 4あまり思わない 5思わない 合計

1そう思う ３ ３ ０ ０ ０ ６

2やや思う ９ 1４ ０ ０ ０ 2３

3どちらでもない ４ 1１ ２ ０ ０ 1７

4あまり思わない ７ 3０ ８ １ ０ 4６

5思わない ４ 3３ ３ ３ ４ 4７

合計 2７ 9１ 1３ ４ ４ 1３９

値 自由度 有意確率（両側）

Pearsonのカイ２乗 29.071
ａ 1６ ､０２３

表１２２４民族音楽に対する抵抗感と２２授業後の民族音楽知織習得感のクロス表およびカイ２乗検定

24民族音楽に対する抵 22民族音楽知識後

抗感 1そう思う 2やや思う 3どちらでもない 4あまり思わない 5思わない 合計

1そう思う 1８ 1３ ２ ０ ０ 3３

2やや思う ８ 5１ ３ ３ ０ 6５

3どちらでもない １ 2３ ８ ０ ０ 3２

4あまり思わない ０ ２ ０ ０ ０ ２

5思わない ０ ２ ０ １ ４ ７

合計 2７ 9１ 1３ ４ ４ 1３９

値 自由度 有意確率（両側）

Pearsonのカイ２乗 1２８２６５
ａ 1６ ､０００

表１３２２授業後の民族音楽知識習得感と２７以前より好きになったのクロス表およびカイ２乗検定

22授業後の民族音楽知 27以前より好きになった

識習得感 1そう思う 2やや思う 3どちらでもない 4あまり思わない 5思わない 合計

1そう思う 2１ ５ ０ ０ 2７

2やや思う 4２ 3６ 1２ ０ 9１

3どちらでもない ２ ８ ３ ０ ０ 1３

4あまり思わない １ ２ ０ ０ ４

5思わない ０ １ ０ ２ ４

合計 6７ 5１ 1７ ２ ２ 1３９

値 自由度 有意確率（両側） 表１４．４５西洋音楽史の学習は民族音楽
Pearsonのカイ２乗 8９７８５

ａ 1６ ､０００ 学の学習に役立つ

度数 パーセント

1そう思う 3７ 2６６

2やや思う 6１ 4３９

３どちらでもない 3５ 2５２

4あまり思わない ４ ２９

5思わない ２ 1．４

合計 1３９ 1０００

6４ 秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要
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(西洋音楽に興味がある）のグループ平均と

表１５４５西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つと受講理由Ａ表１６４５西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つと受講理由Ｂ
西：主君『楽にl観［

表１７４５西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つと受講理由Ｃ表１８４５西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つと１６受講前

分散分析

分散分析

民族音楽に興味力､３ の曲j羊音楽史知記

表１９４５西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つと１７受講後表２０４５西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つと１８受講後

散分析楽がより好きになったのグループ平均と

表２１４５西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つと1９クラ表２２４５西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つと２２受講後

分

(民族音楽に興味がある）のグループ平均

7〕秘 美､要音楽の知諾

表２３４５西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つと２３民族音表２４４５西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つと２４民族音

分散分析と

第35号2013年 6５

に民族音楽の知識が深まったのグループ平均

(音楽が好き）のグループ'平均と分散分析

シックへの抵抗感が軽減した

楽への抵抗感が軽減したのグループ平均と

と分散分析

散の西洋音楽史知識のグループ'平均と分

と分散分析

のグループ平均と分散分析

均と分散分析

分析

にクラシックがより好きになったのグループ平に西洋音楽の知識が深まったのグループ平均

17受講後に西洋音楽

の知識が深まった 平均値 度数 標準偏差

もない

わない

1そう思う

2やや思う

3どちらで

4あまり恩

5思わない

合計

１．５１

２２２

２．３１

２００

４．００

２．０９

3５

８５

１３

３
３

1３９

‘７８１

，７４６

．７５１

．０００

1．７３２

,８７２

45×１７分散分析表 平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率

グループ間

グループ内
＋
’

一
奮
口

今
ロ

24.699

80.265

1０４９６４

４

１３４

1３８

６１７５

､５９９

1０３０９ ､０００

受講理由Ｂ（西洋音楽

に興味がある） 平均値 度数 標準偏差

もない

わない

1そう思う

2やや思う

3どちらで

4あまり思

5思わない

合計

1．７０

２．０７

２．４５

２．３８

３．００

２０９

０
９
２
３

４
５
２
１

５

1３９

758

888

671

650

４１４

872

４５×受講理由Ｂ

分散分析表 平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率

グループ間

グループ内

合計

14304

90.660

104.964

４

1３４

１３８

3,576

､６７７

５２８５ ,００１

１８クラシックがより

好きになった 平均値 度数 標準偏差

もない

わない

1そう思う

2やや思う

3どちらで

4あまり思

5思わない

合計

1．６４

２．２５

２３５

２５７

５．００

２．０８

5０

６３

１７

７

１３８

827

761

606

976

872

45×１８分散分析表 平方和 自由度 平均平方 Ｆ直 有意確率

グループ間

グループ内

合計

23.070

81.053

1０４．１２３

４

1３３

１３７

5,768

.６０９

9.464 ､０００

受講理由Ａ（音楽が好

き）
平均値 度数 標準偏差

もない

わない

1そう思う

2やや思う

３どちらで

4あまり思

5思わない

合計

１．７５

２２８

２．１８

２４４

３．５０

２．０９

5７

６０

１１

９
２

1３９

786

846

751

726

２１２１

，８７２

４５×受講理由Ａ

分散分析表 平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率

グループ間

グループ内

合計

1３，８６１

９１．１０３

1０４９６４

４

1３４

１３８

3.465

､６８０

50971001

19クラシックへの抵

抗感が軽減した 平均値 度数 標準偏差

もない

わない

1そう思う

2やや思う

3どちらで

4あまり思

5思わない

合計

1．８６

２０４

２．２６

２００

３３３

２．０９

4２

５７

３１

３
６

3９

899

778

682

000

366

872

４５×１９分散分析表 平方和 自由度 平均平方 Ｆ直 有意確率

グループ間

グループ内

合計

1２．６２３

９２３４１

104,964

４

1３４

１３８

3．１５６

､６８９

4.579 .００２

16受講前から西洋音

楽史を知っていた 平均値 度数 標準偏差

もない

わない

1そう思う

2やや思う

３どちらで

4あまり思

5思わない

合計

1．４０

１．７３

２．１３

２．０８

２．３８

２．０９

５

3３

１５

３６

５０

1３９

548

876

834

692

923

872

45×１６分散分析表
平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率

グループ内

合計

1０．９５５

９４００９

104.964

４

1３４

１３８

２７３９

.７０２

3.904 ､００５

22受講後に民族音楽

の知識が深まった 平均値 度数 標準偏差

もない

わない

1そう思う

2やや思う

3どちらで

4あまり思

5思わない

合計

１５９

２．１４

２．２３

２．７５

３．００

２．０９

2７

９１

１３

４
４

1３９

797

811

725

500

826

872

45×２２分散分析表 平方和 自由度 平均平方 Ｆ直 有意確率

グループ間

グループ内

合計

12,245

92.719

1０４９６４

４

1３４

１３８

３０６１

､６９２

4.424 ､００２

23民族音楽がより好

きになった 平均値 度数 標準偏差

もない

わない

1そう思う

2やや思う

3どちらで

4あまり思

5思わない

合計

1．７４

１．９８

２２２

２．７５

３．５０

２．０８

１
９
６
８
４
８

３
５
３
３

965

754

637

035

291

872

45×２３分散分析表 平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率

グループ間

グループ内

合計

16.482

87.641

04.123１

４

1３３

１３７

4．１２１

.６５９

6.253 .０００

受講理由Ｃ（民族音楽

に興味がある） 平均値 度数 標準偏差

もない

わない

1そう思う

2やや思う

3どちらで

4あまり患

5思わない

合計

1．６８

２．０８

２．４４

２．２０

２．７５

２０９

８
３
４
０
４
９

３
５
３
１
３

933

730

786

789

500

872

45×受講理由Ｃ

分散分析表 平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率

グループ間

グループ内

合計

1２３２３

９２６４１

104.964

４

1３４

１３８

3.081

､６９１

４４５６ 、００２

24民族音楽への抵抗

感が軽減した 平均値 度数 標準偏差

もない

わない

1そう思う

2やや思う

３どちらで

4あまり思

5思わない

合計

1．８８

１．９７

２．２５

３．５０

３．００

２．０９

3３

６５

３２

２

７

3９

893

728

672

707

732

872

45×２４分散分析表 平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率

グループ間

グループ内

合計

1３．０１０

９１９５４

104.964

４

1３４

１３８

3,253

､６８６

４７４０ ､００１

Akita University



表２５４５西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つと２３受講前表２６４５西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つと１５受講前

から民族音楽を鑑賞しているのグループ平均と分散分析

表２９日本音楽への意識

表２８４５西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つと学部．学

年・性別の分散分析／t検定
表２７４５西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つと１９受講前

から民族音楽の知識があるのグループ平均と分散分析

6６

からクラシック音楽を鑑賞しているのグループ平均と分散分析

秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要

日本音楽を知りたいと思う×４５西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つ

のクロス集計およびカイ２乗検定

表3０５２

５２日本音楽を知りた

いと思う

45西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つ

1そう思う 2やや思う 3どちらでもない 4あまり思わない 5思わない 合計

1そう思う

2やや思う

3どちらでもない

4あまり思わない

5思わない

合計

2４

９
４
０
０

3７

1６

３１

８
５
１

6１

５

1８

１１

１

０

3５

０
２
０
２
０
４

１
０
０
０
１
２

4６

６０

２３

８
２

1３９

値 自由度 有意確率（両‘則）

Pearsonのカイ２乗 80.452
ａ 1６ ０００

45×学部分散分析表 平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率

グループ間

グループ内

合計

２７７６

1０１３４０

１０４１１７

４

1３２

１３６

､６９４

７６８

.９０４ ４６４

45×学年分散分析表 平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率

グループ間

グループ内

合計

９１２

1０４０４５

１０４９５７

３

1３４

１３７

３０４

７７６

391 ７５９

45×性別ｔ検定

Leveneの検定

Ｆ値

有意確

率

２つの母平均の差の検定

ｔ値 自由度

有意確率

(両

等分散を仮定する ７３５ .３９３ －２３５６ 1３７ ０２０

５４日本音楽を学習しようと思う

度数 パーセント

1そ つ 2９ 2０９

2やや思う 5４ 3８８

3どちらでもない 3７ 2６６

4あまり思わない 1６ 1１５

5思わない ３ ２２

合計 1３９ 1０００

１５クラシック鑑賞習

慣 平均値 度数 標準偏差

1そう思う

2やや思う

3どちらでもない

4あまり思わない

5思わない

合計

1．９４

２．０３

１．８０

２２５

２．５０

２．０９

９
６
０
４
０
９

４
３
１
２
２
３１

876

845

632

794

00Ｃ

872

与
旬
ｂ
夕
ゆ
り
１

45×１５分散分析表 平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率

グループ間

グループ内

合計

6.075

98.889

104.964

４

1３４

１３８

1．５１９

､７３８

2.058 ､０９０

21受講前から民族音

楽の知識がある 平均値 度数 標準偏差

1そう思う

2やや思う

3どちらでもない

4あまり思わない

5思わない

合計

2．３３

１．８３

２．０６

２．０２

２．２６

２．０９

６

３
７
６
７

２
１
４
４

1３９

1．６３３

．７１７

．８２７

．７７４

920

872

４５×２１分散分析表 平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率

グループ間

グループ内

合計

3.471

1０１．４９３

１０４９６４

４

1３４

１３８

８６８

．７５７

1．１４６ ､３３８

52授業を受けて日本音楽を知りた

いと思うようになった

度数 パーセント

1そ つ 4６ 3３１

2やや つ 6０ 432

3どちらでもない 2３ 1６５

4あまり思わない ８ ５８

5思わない ２ 1．４

合計 1３９ 1０００

５５日本音楽を学習することは必要

度数 バーセント

1そう思う 4６ 33.1

2やや思う 5６ 40.3

3どちらでもない 2４ 1７．３

4あまり思わない ９ 6.5

5思わない ４ ２９

合計 1３９ 1０００

20民族音楽鑑賞習慣 平均値 度数 標準偏差

1そう思う

2やや思う

3どちらでもない

4あまり思わない

5思わない

合計

2．００

１．７４

２．０９

２．０３

２．２４

２．０９

1１

１９

１１

６
２
９

３
６
３１

1．３４２

､７３３

．８３１

．７３６

．８８１

.８７２

45×２０分散分析表 平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率

グループ間

グループ内

合計

4.028

100.936

1０４９６４

４

1３４

1３８

1．００７

､７５３

1．３３７ ､２６０

５３日本音楽を知っておいた方力《よ

いと思う

度数 パーセント

1そう思う 5０ 3６０

2やや思う 4８ 3４５

3どちらでもない 3２ 2３０

4あまり思わない ８ ５８

5思わない １ ７

合計 1３９ 1０００

５６日本音楽は世界の音楽の一部だ

と思う

度数 パーセント

1そ つ 7４ 53.2

2やや思う 4８ 3４５

3どちらでもない 1２ 8.6

4あまり思わない ３ ２２

5思わない １ ､７

欠損値 １ ７

合計 1３９ 1０００

Akita University



表３４５６日本音楽は世界の音楽の一部だと思う×４５西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つ

のクロス集計およびカイ２乗検定

表３１５３日本音楽を知っておいた方がよいと思う×４５西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つ
のクロス集計およびカイ２乗検定

表３２５４日本音楽を学習しようと思う×４５西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つ
のクロス集計およびカイ２乗検定

校

表３３５５日本音楽の学習は必要だと思う×４５西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つ

のクロス集計およびカイ２乗検定

6７第35号2013年

５４日本音楽を学習し

ようと思う

45西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つ

1そう思う 2やや思う 3どちらでもない 4あまり思わない 5思わない 合計

1そう思う

2やや思う

3どちらでもない

4あまり思わない

5思わない

合計

５
８
３
１
０

１
１

3７

1２

2１

２２

６
０

6１

１

１４

１
７
２

１

3５

０
１
１
２
０
４

１
０
０
０
１
２

９
４
７
６

２
５
３
１

３

1３９

値 自由度 有意確率（両側）

Pearsonのカイ２乗 59.526
ａ 1６ ､０００

表３５６０１→Ⅱ学習の役立ち

度数 パーセント

1そう思う 1１ 2８２

2やや思う 2０ 5１３

3どちらでもない ５ 1２８

4あまり思わない ３ 7７

5思わない ０ ０

合計 3９ 1０００

度数 パーセント

1そう思う 1０ 7２

2やや思う 2４ 1７３

3どちらでもない 3７ 2６６

4あまり思わない 3２ 23.0

5思わない 3６ 2５９

合計 1３９ 1０００

度数 パーセント

1そう思う 1３ ９４

2やや思う 1９ 1３．７

3どちらでもない 3０ 2１．６

4あまり思わない 2１ 1５１

5思わない 5６ 4０３

合計 1３９ 100.0

５３日本音楽を知って

おいた方がよいと思う

45西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つ

1そう思う 2やや思う 3どちらでもない 4あまり思わない 5思わない 合計

1そう思う

2やや思う

3どちらでもない

4あまり思わない

5思わない

合計

2５

１０

２
０
０

3７

1９

２０

１９

３
０

6１

４
６
１
４
０

１
１

3５

１
２
０
１
０
４

１
０
０
０
１
２

5０

４８

３２

８

１

1３９

直 自由度 有意確率（両側）

Pearsonのカイ２乗 104.203
ａ 1６ ､０００

５５日本音楽の学習は必

要だと思う

45西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つ

1そう思う 2やや思う 3どちらでもない 4あまり思わない 5思わない 合計

1そう思う

2やや思う

3どちらでもない

4あまり思わない

5思わない

合計

2４

１
２
０
０

１

3７

1５

２８

１２

５

１

6１

５
６
９
３
２

１

3５

１
１
１
１
０
４

１
０
０
０
１
２

６
６
４

４
５
２

９
４

1３９

値 自由度 有意確率（両側）

Pearsonのカイ２乗 47.634
ａ 1６ ､０００

５６日本音楽は世界の音

楽の－部だと思う

45西洋音楽史の学習が民族音楽学の学習に役立つ

1そう思う 2やや思う 3どちらでもない 4あまり思わない 5思わない 合計

1そう思う

2やや思う

3どちらでもない

4あまり思わない

5思わない

合計

2７

６
３
０
０

3６

3０

２４

６
１
０

6１

1３

８
３
１
０

１

3５

３
０
０
１
０
４

１
０
０
０
１
２

7４

４８

２
３
１

１

1３８

値 自由度 有意確率（両側）

Pearsonのカイ２乗 93.235
ａ 1６ ､０００

Akita University




